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2023年５月期連結業績と前年実績値との差異に関するお知らせ

本日公表の2023年５月期通期（2022年６月１日〜2023年５月31日）の連結業績につきまして、前

期実績値（2021年６月１日〜2022年５月31日）との間に差異が生じましたのでお知らせいたしま

す。

なお、2023年５月期の通期業績予想において、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益に

つきましては、戦略投資先であるGaragePreneurs Internet Pvt. Ltd.（以下、GaragePreneurs）が2022

年12月にインド準備銀行（RBI）公表のDigital Lending Guidelinesに準拠した新しいプロダクトをリリー

スしておりましたが、リリース間もないことから新プロダクトにおけるユーザーの動向を踏まえた

GaragePreneursに関わる持分法投資損益を合理的に算出することが困難となっていたため、非開示として

おりました。

記

１．2023年５月期通期連結業績と前年実績値の差異について

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する

当期純利益

１株当たり

当期純利益

前年実績（A）
(2022年５月期)

百万円

8,998

百万円

412

百万円

191

百万円

130

円 銭

5.47

当期実績（B）
(2023年５月期)

8,052 △268 △1,705 △1,150 △47.99

増減額（B－A） △946 △680 △1,897 △1,280

増減率（％） △10.5 - - -
（ご参考）

前回発表予想（C）
8,250 △290 - -

増減額（B－C） △197 21 - -

増減率（％） △2.4 - - -

（注）１株当たり当期純利益は期中平均発行済株式数により算出しております。

２．差異が生じた理由

2023年５月期通期実績において、アドネットワークに係る売上高に関しては、広告単価（CPM）

および広告imp数が前年度よりも低く推移した結果、前年度を下回りました。また、その他のメ

ディア事業に関して、ニュースパスおよびauサービスTodayにおいてアクティブユーザー数が前期

から今期にかけて減少したこと、３月の広告需要期における純広告需要が例年よりも弱かったこ

ともあり、売上高が前年度を下回りました。この結果、売上高については前年度比△946百万円の

減収となりました。



販売費及び一般管理費においては、2023年５月期下期よりグノシーへの広告宣伝投資を増額し

たものの、通期では前年度に比べて同投資額は366百万円の減少となりました。一方で、上記のと

おり売上高に関する減収があった結果、営業利益については前年度実績から△680百万円の減益と

なりました。

経常利益においては、GaragePreneursが2022年５月期末より当社の持分法適用関連会社となっ

たことにより、2023年５月期第１四半期から持分法投資損益の計上を開始いたしました。その結

果、2023年５月期において1,428百万円の持分法投資損失を計上し、前年度実績から△1,897百万

円の減益となりました。

当期純利益においては、GaragePreneursが2022年６月に資金調達を実施したことにより当社の

持分比率が変動し、それに伴い、持分変動利益を1,001百万円計上いたしました。また、当社は

2024年５月期においてもグノシーへの広告宣伝投資を継続する計画であり、当該投資は中長期的

な売上高・営業利益を増加させるものと見込んでおりますが、2024年５月期においては先行投資

としての損失を計上する予定です。このような状況を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性および

固定資産の減損要否について監査法人と協議の上、会計基準に照らし慎重に検討した結果、保守

的に2023年５月期において繰延税金資産を206百万円の取崩しおよび固定資産の減損損失65百万円

を計上することといたしました。その他、純投資目的で保有している２銘柄について、個別の業

績状況を勘案し111百万円の投資有価証券評価損を計上いたしました。

以 上


